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箱館奉行所と函館開港 （その５）

その後の五稜郭

  箱館戦争後の五稜郭は、明治政

府兵部省の管理下で、1873（明治

6）年から 1897（明治 30））まで

陸軍省の練兵場として利用されま

す。これに先立つ1871（明治4）年、

開拓使本庁が札幌に移されたため、

その庁舎を建設するための木材を

必要とすることを理由に、奉行所

庁舎や付属建物が解体されました。

しかし、賊軍（榎本軍）の不浄な

材木を使用できないと札幌から断れ、

結局は建材の大部分が函館・蓬莱

遊郭の建築に用いられることにな

ります。

　1913（大正 2）年、函館区に無償

で貸し与えられた五稜郭は、翌1914
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写真：「五月十二日於五稜郭防禦戦之図」
（函館市中央図書館所蔵）

写真：1927（昭和 2）年頃の五稜郭公園
（函館市中央図書館所蔵）

 

　1868（明治元）年 10 月 26 日、

旧幕府の榎本軍に突如占領され、

箱館府知事・清水谷公成は青森に

逃亡、戊辰戦争最後の戦いが五稜

郭で火ぶたを切りました。

　奉行所は本来、箱館湾から見え

ないように五稜郭の土手より低く

建築された、いわゆる「伏せ」の

建物。しかし、箱館湾の各国軍艦

を監視する役割の太鼓櫓のみが土

手より頭を出しています。その結

果、1869（明治 2）年 5 月 12 日、

箱館戦争
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写真：「画巻国史／函館五稜郭奮戦之図（錦絵）」
（函館市中央図書館所蔵）

官軍は箱館湾の軍艦甲鉄から 3・5

キロ先の奉行所の太鼓櫓を標的に

五稜郭を砲撃。榎本軍の兵士 10 数

人が死傷します。

　直ちに榎本軍は、太鼓櫓を不法

滞在で仮牢に収監していた清国人

に切り落とさせましたが、再び官

軍の砲弾で 2 名死亡の悲劇を生じ

ました。

　3 キロ程度しか飛ばないと言わ

れた大砲は、わずか十数年で性能

が飛躍的に向上し、結果的に 4 キ

ロ以上飛んだ計算になります。一

方、榎本軍が五稜郭に持ち込み、

据え付けた大砲による攻撃は、箱

館湾に一発も届かない旧式でした。

外国防備のために設けられた五稜

郭は、外国との戦いでなく、国内

戦でさえまったくの無力だったこ

とを皮肉にも証明した訳です。戦

いは五稜郭が攻撃された前日の 5月

11 日、官軍総攻撃によって榎本軍

は事実上の敗北を迎えました。

（大正 3）年からは公園と

して一般開放されました。

開放されたばかりの公園に、

1878（明治 11）年創刊の

函館新聞を引き継いだ函館

毎日新聞は1913（大正2）年

5月 12 日に 1万号に達した

のを記念し、桜の木 1万本

の植栽を開始（10 年後に完

了）。以来、毎年 4 月下旬

前後に、約 1600 本の染井

吉野が花を咲かせるサクラ

の名所となりました。

　郭内に顕彰碑として飾られる武

田斐三郎は、こうした光景に何を

感じていることでしょう。緑あふ

れる公園で家族が和み、堀では若

人が無邪気にボートを漕ぎ、訪れ

る人の中には当時、敵対した外国

人がまさか一緒とは。平和ってい

いものだと感慨にふけっているの

ではないでしょうか。

あとがき

箱館奉行所は、復元によって明ら
かとなった建物の構造や技法を単
に学べるだけではありません。大
正から昭和初期の函館の「ハイカ
ラ」時代につながる原点というべ
き歴史的経緯に触れることにより、
今一度函館の「今日」「明日」を
考える拠点となることでしょう。


